
年間授業計画　新様式

（ )
教　科： 科　目： 単位数： 単位

第 2 学年 Ａ Ｂ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【 知　識　及　び　技　能 】 工業の各分野について体系的・系統的に理解しているとともに，関連する技術を身に付けている。

工業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を身
に付けている。

よりよい社会の構築を目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身に付け
ている。

 科目:電気回路
　工　業 電気回路 2

対象学年組： 組 ～

高等学校 令和 7 年度 2 学年用  教科:　工　業

7実教「工業７２２　精選電気基礎」

思

定期考査

電気回路

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

電気回路について電気的諸量の相互関係を踏
まえて理解しているとともに，関連する技術
を身に付けている。

電気回路に関する課題を発見し，技術者とし
て科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対
応し解決する力を身に付けている。

電気回路を工業技術に活用する力の向上を目
指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協
働的に取り組む態度を身に付けている。

　工　業

1

【知識・技能】
●交流回路の電気的諸量の相互関係を理解
し，それらを式の変形や計算により求めるこ
とができる。
●交流回路に関する諸量を測定するための基
本的な技能をもっている。また，実験で得ら
れた測定値をグラフに表し，そのグラフから
変数の関係を数式で表すことができる。
　
【思考・判断・表現】
交流回路のいろいろな電気現象がなぜ起こる
かを自ら学び，自ら考えることができる。ま
た，基礎的・基本的な知識をもとに電気現象
を数学的に考察し，表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
交流回路の諸現象に関心をもち，学習に意欲
的に取り組み，学習態度が真剣である。

第5章　交流回路
1 正弦波交流
　1 正弦波交流の発生と瞬時値
　2 正弦波交流を表す要素
　3 正弦波交流を表す角周波数と
位相
　4 正弦波交流の実効値と平均値
　節末問題
2 複素数
　1 複素数とは
　2 複素数とベクトル
　3 複素数の四則演算とベクトル
3 記号法による交流回路の計算
　1 記号法による正弦波交流の表
し方
　2 抵抗Rだけの回路の計算
　3 インダクタンスLだけの回路
の計算
　4 静電容量Cだけの回路の計算
　5 インピーダンス
　6 RL直列回路の計算
　7 RC直列回路の計算
　8 RLC回路の計算
　9 並列回路とアドミタンス
　節末問題
一人１台端末を用いた映像教材の
活用

プリント教材の活用や、マイクロ
ソフトformsを用いた確認テスト

第５章　交流回路
１節　正弦波交流
２節　複素数
３節　記号法による交流回路の計
算
【知識及び技能】
●周期と周波数の関係，実効値と
最大値，複素数とベクトルの関係
を理解し，計算によって未知量を
求めることができる。
●交流回路におけるR，L，C単独回
路およびR，L，Cの組み合わせ回路
の働きを理解し，電流や電圧を求
めることができる。
●実験コーナーの「RC直列回路の
波形観測」を参考にして実験を行
い，観測した波形から諸量を読み
取り，ベクトル図を描く技能を習
得している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
●正弦波交流起電力の発生が推論
できる。
●実効値と最大値の関係が推論で
きる。
●交流回路におけるR，L，C単独回
路およびR，L，Cの組み合わせ回路
の働きを直流回路の場合と対比し
て推論できる。
　

【学びに向かう力、人間性等】●
正弦波交流，複素数を用いた交流
回路の計算に関心をもち，学習に
意欲的に取り組み，学習態度は真
剣である。
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４節　共振回路
５節　交流回路の電力
【知識及び技能】
●直列共振と並列共振について，
それぞれの回路の電流と周波数の
関係を量的にとらえることができ
る。
●有効電力・皮相電力・無効電力
と力率の概念を理解し，それぞれ
の値を計算によって求めることが
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
●R，L，C共振回路が，多くの電子
回路に利用されることを推論でき
る。
●交流電力が直流電力と異なり，
力率が関与することを推論でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
共振回路，交流回路の電力に関心
をもち，学習に意欲的に取り組
み，学習態度は真剣である。

4 共振回路
　1 直列共振回路
　2 並列共振回路
5 交流回路の電力
　1 電力と力率
　2 皮相電力・有効電力・無効電
力の関係
　節末問題
一人１台端末を用いた映像教材の
活用

プリント教材の活用や、マイクロ
ソフトformsを用いた確認テスト

【知識・技能】
●共振回路および交流回路電力の電気的諸量
の相互関係を理解し，それらを式の変形や計
算により求めることができる。
●共振回路および交流回路電力に関する諸量
を測定するための基本的な技能をもってい
る。また，実験で得られた測定値をグラフに
表し，そのグラフから変数の関係を数式で表
すことができる。
　
【思考・判断・表現】
共振回路および交流回路電力のいろいろな電
気現象がなぜ起こるかを自ら学び，自ら考え
ることができる。また，基礎的・基本的な知
識をもとに電気現象を数学的に考察し，表現
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
共振回路および交流回路電力の諸現象に関心
をもち，学習に意欲的に取り組み，学習態度
が真剣である。
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６節　三相交流
【知識及び技能】三相交流回路に
おける電流と電圧の関係を理解
し，未知量を計算によって求める
ことができる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
●三相交流の発生および利用につ
いての考えをまとめ，表現するこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
三相交流に関心をもち，学習に意
欲的に取り組み，学習態度は真剣
である。

三相交流
　1 三相交流の基礎
　2 Y-Y回路
　3 △-△回路
　4 Y-△と△-Yの等価変換
　5 三相電力
　節末問題
　章末問題
一人１台端末を用いた映像教材の
活用

プリント教材の活用や、マイクロ
ソフトformsを用いた確認テスト

【知識・技能】
●三相交流の電気的諸量の相互関係を理解
し，それらを式の変形や計算により求めるこ
とができる。
●三相交流に関する諸量を測定するための基
本的な技能をもっている。また，実験で得ら
れた測定値をグラフに表し，そのグラフから
変数の関係を数式で表すことができる。
　
【思考・判断・表現】
三相交流のいろいろな電気現象がなぜ起こる
かを自ら学び，自ら考えることができる。ま
た，基礎的・基本的な知識をもとに電気現象
を数学的に考察し，表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
三相交流の諸現象に関心をもち，学習に意欲
的に取り組み，学習態度が真剣である。
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第6章　電気計測
1 測定量の取り扱い
　1 測定とは
　2 測定値の取り扱い
2 電気計器の原理と構造
　1 指示計器の分類と接続方法
　2 永久磁石可動コイル形計器と
可動鉄片形計器
　3 整流形計器と電子電圧計
　4 ディジタル計器
　節末問題
3 基礎量の測定
　1 抵抗の測定
　2 インダクタンス・静電容量と
周波数の測定
　3 電力と電力量の測定
　4 オシロスコープの種類と特徴
　5 オシロスコープによる波形の
観測
　章末問題
一人１台端末を用いた映像教材の
活用

プリント教材の活用や、マイクロ
ソフトformsを用いた確認テスト

【知識・技能】
●電気計測の電気的諸量の相互関係を理解
し，それらを式の変形や計算により求めるこ
とができる。
●電気計測に関する諸量を測定するための基
本的な技能をもっている。また，実験で得ら
れた測定値をグラフに表し，そのグラフから
変数の関係を数式で表すことができる。
　
【思考・判断・表現】
電気計測のいろいろな電気現象がなぜ起こる
かを自ら学び，自ら考えることができる。ま
た，基礎的・基本的な知識をもとに電気現象
を数学的に考察し，表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
電気計測の諸現象に関心をもち，学習に意欲
的に取り組み，学習態度が真剣である。

〇 〇

第６章　電気計測
１節　測定量の取り扱い
２節　電気計器の原理と構造
３節　基礎量の測定
【知識及び技能】
●誤差について理解し，真の値と
測定値から誤差と誤差率を求める
ことができる。
●各種電気計器の原理を理解し，
知識を身につけている。
●オシロスコープの原理を理解
し，知識を身につけている。
●実験コーナーの「オシロスコー
プによる低周波発振器の波形観
測」を参考にして，ピークピーク
値と周期を読み取り，その値から
最大値・実効値・周波数を求める
技能を習得している。
【思考力、判断力、表現力等】
●測定値の取り扱いにおいて，計
器の指針の読み方の例から正しい
読み取り方を推察できる。
●各種電気計器の原理からそれぞ
れの計器の特徴や用途を考察でき
る。
●オシロスコープの波形観測の原
理から，波形の周期・周波数・最
大値・実効値を考察できる。
●測定した値が，正しいか考察
し，導き出した結論を表現するこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
●測定の意味，標準器，誤差，有
効数字，永久磁石可動コイル形計
器，可動鉄片形計器等の計器類お
よびインダクタンス・静電容量・
電力・電力量・周波数・波形等の
測定器や観測器について関心をも
ち，学習に意欲的に取り組み，学
習態度は真剣である。
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第７章　非正弦波交流と過渡現象
１節　非正弦波交流
２節　過渡現象
【知識及び技能】
●非正弦波交流の成分を理解し，
これを数式で表し，未知量を求め
ることができる。
●正弦波交流を合成することで，
方形波などの非正弦波交流を生成
できる知識を身につけている。
●ひずみ率の概念を理解し，ひず
みを求めることができる。
●過渡現象の概念，RL回路やRC回
路の過渡現象を理解し，時定数を
求めることができる。
●微分回路と積分回路の充放電特
性を理解し，出力波形を描くこと
ができる。
●実験コーナーの「過渡現象の確
認」を参考にして実験を行い，時
間・電圧特性を描き，そのグラフ
から時定数を求める技能を習得し
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
●ダイオードの特性から正弦波が
ひずむことを考察できる。
●正弦波の基本波と第3調波の合成
等，方形波のなりたちが推察でき
る。
●過渡期間中のRL回路やRC回路の
電流や電圧の変化を推論できる。
●微分回路において，パルス幅≫
時定数の条件で微分波形を考察で
きる。
●積分回路において，パルス幅≪
時定数の条件で積分波形を考察で
きる。
●過度現象がどのようなところで
利用されているか考察し，その結
果を表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
●非正弦波交流の発生・周波数成
分・実効値・ひずみ率，RL回路や
RC回路の過渡現象，微分回路・積
分回路等に関心をもって学習に意
欲的に取り組み，学習態度は真剣
である。

第7章　非正弦波交流と過渡現象
1 非正弦波交流
　1 非正弦波交流とは
　2 非正弦波交流の成分
　3 非正弦波交流の実効値とひず
み率
2 過渡現象
　1 RL回路の過渡現象
　2 RC回路の過渡現象
　3 微分回路と積分回路
　節末問題
　章末問題
一人１台端末を用いた映像教材の
活用

プリント教材の活用や、マイクロ
ソフトformsを用いた確認テスト

知識・技能】
●非正弦波交流と過渡現象の電気的諸量の相
互関係を理解し，それらを式の変形や計算に
より求めることができる。
●非正弦波交流と過渡現象に関する諸量を測
定するための基本的な技能をもっている。ま
た，実験で得られた測定値をグラフに表し，
そのグラフから変数の関係を数式で表すこと
ができる。
　
【思考・判断・表現】
非正弦波交流と過渡現象のいろいろな電気現
象がなぜ起こるかを自ら学び，自ら考えるこ
とができる。また，基礎的・基本的な知識を
もとに電気現象を数学的に考察し，表現する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
非正弦波交流と過渡現象の諸現象に関心をも
ち，学習に意欲的に取り組み，学習態度が真
剣である。
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